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高橋 純一（環太平洋大学） 

要 旨 

本研究は，社会科教育ゼミナールにおいて地域住民の学びの場である公民館と連携した取組

である「ワクワクスタディ」を実践することを通して，教師志望学生による学びの一端を明らか

にすることが目的である。筆者のゼミに所属する教師志望学生らが，近隣の公民館において小学

生を招いて「ワクワクスタディ」の実践に取り組んだ。その際，実践のプロセスにおいて，公民

館職員のコーディネートにより地域の健康福祉委員や行政職員からレクチャーを受けたり，フ

ィールドワークに出掛けたりしながら教材を開発する場面を設定した。学生らの「ワクワクスタ

ディ」実践後の振り返りの記述を分析・検討した結果，この「ワクワクスタディ」の実践を地域

に視点を置いた取組として継続的に実施したことにより，教員養成段階において求められる「地

域教育協働力」育成に示唆を与える取組となったことが明らかになった。 

キーワード：地域・教員養成・公民館・ワクワクスタディ 

Ⅰ 問題の所在と研究の目的 

本研究の目的は，次の問いに答えることである。教

師志望学生は，地域に視点を置いた取組を担うことで，

どのようなことを学ぶのだろうか。その問いに答える

ために，公民館と連携した社会科教育ゼミナールの取

組を検討する。 

 教師志望学生の成長に関する研究には，大坂（2021） 

の研究がある。大坂（2021）は，社会科教育学の立場か

ら教師志望学生を扱った研究を４つのカテゴリーに分

類して，その特質を明らかにした。研究結果として，教

師志望学生の専門性を付与する場として，教科の指導

法（教育法）など大学の講義科目を対象とした研究が

大半であると結論付けた１）。 

しかし今日において，新学習指導要領の柱の一つで

ある「社会に開かれた教育課程」を実現するために，教

師志望学生による地域社会での学びに焦点を当てた研

究が望まれる。その理由は，学校教育が「社会に開かれ

た教育課程」のもと，地域との連携・協働を一層進めて

いくとともに，子どもの成長を支える活動に主体的に

参画することが求められているためである。このこと

について玉井（2016）は，教師の資質・能力の一つとし

て「地域と連携・協働できる地域教育協働力」を挙げ，

「養成段階の教師教育においても，地域協働を担える

教師の資質と教師教育の在り方」を課題として指摘し

た２）。教員養成段階から，地域に視点を置いた取組を

通して協働する力を育成する教師教育について実践研

究することが今日的な課題となっていることを示して

いる。 

その点，教員養成段階における地域に視点を置いた 

取組を進める際に，桑原（2021）の研究が示唆的であ

る。桑原（2021）は，教員を目指す学生が，「学校外の

価値を実感し，それをふまえて学習を構成」できるた

めに「学校外の社会に出て実践的体験的な学習」に取

り組み，「良き市民」となることが重要であると指摘し

た３）。また，外山（1991）は，教員としてだけでなく

「市民」の立場を獲得することを社会科教師の資質・

能力の一つとして取り上げた４）。外山の論を踏まえ，

小林（2021）は，「小学校教師はもとよりすべての教師

一人一人が身につけるべきもの」だと主張したのであ

る５）。 

この地域と連携する取組の意義を踏まえ，筆者の社 

会科教育ゼミナールの活動の一環として，一定期間ゼ

ミ生が地域に視点を置いた取組を経験するようにした。

その取組内容は，大学付近にある地域の小学生を公民
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館に招いて，「ワクワクスタディ」の実践を行うという

ものであった。授業実践の場が公民館であることから，

学年を貫く授業テーマを「自治」と設定し，各学年の授

業づくりの過程において，毎週ゼミの時間を定例ミー

ティングとして開催するなど，ゼミ生が公民館職員と

協働で授業内容を策定するようにした。また，健康福

祉委員や行政職員からレクチャーを受け，実践内容に

活かすフィールドワークも同時に実施したのである。 

そこで本研究は，社会科教育ゼミナールにおいて歴 

史的に地域住民の学びの場となっている公民館と連携

した取組から，教師志望学生による学びの一端を明ら

かにすることが目的である。 

 

Ⅱ 先行研究の分析・検討 

教員養成段階における地域と連携した取組と学生の

学びに関する先行研究を分析・検討する。早くから地

域との連携の必要性を説き，学生の学びの場を地域に

求めてきた教員養成大学の一つとして，北海道教育大

学旭川校（以降，旭川校）が挙げられる。旭川校は，教

員養成大学における地域連携の意義について，「教員と

なることの意味付けを再構築・再確認する場６）」である

と述べている。地域と連携する取組として学生ボラン

ティアや必修科目の実践が挙げられるが，ゼミナール

を主体とした地域連携の取組として，２つ実践事例に

ついて検討する。      

 まず，１つ目として家庭科教育ゼミが主に公民館等

で年に１回程度実施している食育体験講座「はらぺこ

クッキング」の取組である。地域の小学生を対象に，調

理体験を一緒に行うことが主な活動であり，特徴的な

のは講座の計画から運営までを学生主導で行っている

ことである。また，安全・衛生面での配慮が欠かせない

ことから，ゼミ生は事前の予備実習を重ねて講座に臨

んでいるのである。実際に参加したゼミ生の振り返り

として，子どもたちとの関わりから学んだことが紹介

されている７）。 

 ２つ目として，化学ゼミが旭川市科学館のブースに

おいて演示する化学実験の取組である。ゼミ生は，子

どもたちに科学の楽しさを体験させるために，年に１

回開催している。ゼミの活動にも位置付けられ，その

活動の中で実験を重ねているのである。実際に参加し

たゼミ生の振り返りとして，子どもたちと触れ合うこ

とを通して学んだことが紹介されている８）。 

 以上のゼミ活動の実践事例から，両方に共通する点

は２点ある。１点目は，活動の場として公民館や科学

館など地域の施設を拠点としていることである。２点

目は，そこで実施される講座等に向けて学生が中心に

なって事前の準備を含め，計画的に進められているこ

とである。以上の点から，「地域をフィールドとした教

員養成の質の向上」９）に合致した取組と言えよう。 

しかしながら，学生主体のゼミ活動を展開する中で，

ゼミ生が地域の人々とどのように関わり，何をどう学

んだのかについては述べられていない。ゼミ生の振り

返りにも，子どもに実践して学んだことについては触

れられているが，地域との連携を語るのであれば，地

域の視点が必要である。地域連携の本質は，活動場所

として地域の施設を活用することにとどまらない。ゼ

ミ活動において，大学外の地域の人々と継続的かつ恒

常的に関わり合う場面が設定されることによって，教

師の資質能力の一つである「地域や社会の多様な組織

等と連携・協働できる力」10）の育成にも繋がると言え

よう。 

 

Ⅲ 公民館との連携を中心にしたゼミ活動の試み 

今年度，筆者の社会科教育ゼミにおいて，大学校区

内にある岡山市瀬戸公民館（以降，瀬戸公民館）との連

携を一つの活動方針に掲げた。３年生ゼミ生12名が４

月から集い，具体的に活動を展開した。内容は，瀬戸公

民館に集まった地域の小学生に対して，ゼミの時間帯

で授業を実践するというものであった。そのため，ゼ

ミ生が地域の小学校の校内放送に出向いて参加を呼び

掛けたり，公民館職員が作成した募集チラシを配布し

たりした。これらの取組を，学生と公民館職員とで協

議し，文部科学省「地域未来塾」事業の一環 註1）として，

「ワクワクスタディ！～社会科好きになろう～」と命

名することとした。ちなみに，岡山市内において22公

民館が「地域未来塾」を実施している。その内容は，大

半が夏季休業や土日などを活用して，公民館において

学生ボランティア等が集まった子どもの宿題を見たり，

算数教室やプログラミング講座を実施したりするとい

うものである註2）。今回，瀬戸公民館における「ワクワ

クスタディ」は，これまでの公民館での取組内容とは

異なるものである。この「ワクワクスタディ」の取組を

本格始動させたのは，後期に入ってからである。その

実施計画は次頁にある表１のとおりである。 

 表１から，第１回から第３回までを「授業構想期」と

して，第３学年から第６学年までの社会科について， 
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各学年担当者を３名ずつ配置し，授業構想を入念に練

る期間とした。また，第４回から第９回までを「教材準

備期」として，各学年担当者らで，必要な教材及びワー

クシート等の準備の期間にあてた。さらに，第10回か

ら第13回までの4回を「実践期」として，瀬戸公民館

における「ワクワクスタディ」の社会科授業実践の期

間とした。そして，第 14 回から第 15 回までを活動の

「振り返り期」として，これまでの活動の反省を深め

るようにした。次に，それぞれの期間の活動について

検討する。 

 

表１ 2022年後期社会科教育ゼミナール実施計画 

期 回次 日付 内 容 

構

想

期 

第１回 9/13 オリエンテーション 

後期活動の見通し 

第２回 9/20 瀬戸公民館副主査入矢裕一氏講

演会公民館と教育力について 

第３回 9/27 授業テーマ確定 

目指す子ども像の再確認 

教

材

準

備

期 

第４回 10/4 入矢裕一副主査と定例ミーティ

ング 

第５回 10/11 入矢裕一副主査と定例ミーティ

ング 

第６回 10/18 入矢裕一副主査と定例ミーティ

ング 

第７回 10/25 小学校社会科授業参観 

 

第８回 11/8 各グループでフィールドワーク 

第９回 11/15 各グループでフィールドワーク 

実

践

期 

第10回 11/22 第３学年社会科授業 

（瀬戸公民館） 

第11回 11/29 第４学年社会科授業 

（瀬戸公民館） 

第12回 12/6 第５学年社会科授業 

（瀬戸公民館） 

第13回 12/13 第６学年社会科授業 

（瀬戸公民館） 

振 

り 

返 

り 

期 

第14回 1/10 授業を終えて振り返りの交流・協

議 

第15回 1/17 次年度に向けて関係者との協議 

                   （筆者作成） 

１ 授業構想期 

第１回のゼミでは，「ワクワクスタディ」の実践を通

して目指す子どもの姿について協議した。協議の結果，

「子どもが社会科に興味・関心をもち，地域を再認識

する姿」と設定した。それを受けて，学年を貫くテーマ

を「自治」と設定し，各学年における「ワクワクスタデ

ィ」の実践における目指す姿の段階について，学習指

導要領を念頭に置きつつ，地域の実態や子どもの発達

段階を考慮して以下のように描いたのである。 

   

第6学年：身近な地域をより良くする手立て   

を考える段階 

 

第５学年：身近な地域の課題を考える段階 

 

第４学年：身近な地域の歴史を考える段階 

 

第３学年：身近な地域を考える段階 

 

図１「ワクワクスタディ」における目指す姿の段階 

                  

第２回のゼミでは，瀬戸公民館副主査入矢裕一氏を

ゼミに招聘して，「公民館は『○○科』なのかを考察す

る－公民館と教育力－」というテーマで講演を依頼し

た。その講演内容の一部が以下の表２のとおりである。 

 

表２  講演内容の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（筆者作成） 

【公民館の運営について】 

→岡山市立公民館は各館１名「社会教育主事」を配置 

→社会教育主事の職務を規定している社会教育法第９条３ 

の解説 

「専門的、技術的な助言」とは，「必要な教育方法・教育技術

に関する知識等，教育に関する見識をその範囲に含む」と

した。 

→2007年に改正された社会教育法第9条第3項２について 

解説 

「社会教育主事は，学校が社会教育関係団体，地域住民その

他の関係者の協力を得て教育活動を行う場合には，その求め

に応じて，必要な助言を行うことができる。」 

社会教育主事と学校等教育機関との関係が明文化された。 

【令和の公民館の姿】 

→地域住民や団体同士をつなげ，学校・家庭・地域の連携を

促進するネットワークの形成を促進する役割 
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講演を企画した意図は，本格的な活動が始動する前

に，公民館において「ワクワクスタディ」を実施する意

味や，今後，中心的に連携・協働する公民館職員の役割

について把握することによって，社会教育主事でもあ

る公民館職員とどのような関わりをしていくべきなの

か見通しがもてるようにすることであった。この講演

以降，さっそく第３学年から第６学年までの社会科の

授業構想について，グループとなった３名だけで準備

を進めるのではなく，公民館職員がゼミ活動に参画す

ることによって，継続的に協働して授業づくりを行う

体制を整えたのである。これらの一連の準備を経て，

宣伝用チラシとしてゼミ生たちの考える授業案を一覧

にしたのが以下にある表３のとおりである。 

表３は，授業コンセプトに基づいて，各学年の授業

名と大まかな内容についての一覧となっている。当初，

学生たちは，各学年共通して「○○について知ろう」と

いう表現にしようとした。それに対して，公民館職員

は，「子どもたちに自分自身の地域について身近に感じ， 

 

表３ 「ワクワクスタディ」（2022年）の授業案 

               （筆者作成） 

考える社会科を目指したい。」という思いを話した。そ

こで，学生たちは，第１回で思い描いた「目指す子ども

の姿」に立ち返った。そして，「興味・関心」，「再認識」

のワードから授業の内容をもう一度見直し，子どもが

「身近な地域知り，自分事として考える」ことのでき

るような授業実践を目指そうとしたのである。 

２ 教材準備期 

 次に，第４回から第９回までの教材準備期の活動状

況を，学年ごとに取り上げる。活動のプロセスにおい

て，公民館職員を中心にしながら，地域の方々と触れ

合う機会をもつようにした。そのことによって，どの

ように学生らの授業構想に変化をもたらしたのかにつ

いて，それぞれ表にした。まず，表４が，第３学年のグ

ループの授業構想の変化を表したものである。 

グループの学生らは，当初フィールドワークを実施

することを考えていなかったが，公民館職員からの助

言を受けて，公民館クラブ講座成果発表会に参加し，  

 
表４ 第３学年の授業構想の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

       

（筆者作成） 

日

付 

授業名 内  容 

11

月 

22 

日 

見つけよう！ 

地域お助けス

ポット 

 

 瀬戸公民館の周りにある「公共施

設」をグーグルマップやグーグルア

ースを使って探します。 公共施設

がこの地域のために必要な理由と

は何かを考えてみよう！ 

11

月

29

日 

みんなで知ろ

う！ 

地域の伝統文

化 

 地域の伝統文化に実際に触れたり

見たりしながら，その背景にある地

域の歴史や昔の人たちがより良い

地域を作っていった“仕組み”に

ついて考えてみよう！ 

12

月 

６ 

日 

命を守ろう！

～自然災害か

ら身を守る…

地域の課題

は？～  

私たちが暮らしている瀬戸町やそ

の周辺地域で起きた自然災害を知

り，自分たちの力で災害から身を守

るために，何が大切かを考えてみよ

う！  

12

月 

13

日 

Let’s 選挙！ 

～地域をより

良くする仕組

み「選挙」を体

験しよう！～ 

実際の選挙と同じ投票箱などを使

って，投票を体験してみよう！ 選

挙権を実際に行使することが，なぜ

地域をより良くする仕組みにつな

がるのかを考えてみよう！ 

（１）学生が当初考えた授業構想 

①Ｇｏｏｇｌｅマップを使用して，瀬戸地域内の公共施

設探索を行わせる。 

 ②公民館所有のＰＣ６台使用，２人１組でパソコン使用

する活動を位置付ける。 

③フィールドワーク（住民や施設職員への聞き取り）は

予定していない。 

（２）授業の流れに対する公民館職員らの意見 

①マップで施設を見つけて，その役割や目的などを教え

るのか？何を教えるのか？ 

②この地域の施設がこれだけある，それを覚えれば済み

ではなく, 小学生の実生活に欠かせない役割を担って

いることなど，「地域」を意識させるようにして欲しい。 

③「公民館」は何を担っていると説明してくださるのか？

子どもたちに施設のことを聞かれて，施設の設立趣旨

や目的をわかりやすく説明できるようにして欲しい。 

（３）最終的な授業構想 

①公民館クラブ講座成果発表会を見学し，住民に身近な

施設である公民館について理解し，説明できるように

する。 

②瀬戸地域になぜこれだけの施設があるのか，その理由 

について教材研究を重ね，指導案に位置付け実践する。 
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公民館に集う個人や団体の方々と触れ合うことを通し

て，地域の人々が公民館をどのような思いで利用して

いるのかを理解しながら，実践に臨む必要性を考えた。

実際，成果発表会にフィールドワークをした学生Aは，

「自身がフィールドワークや自分で色々なことを調べ

る大切さを学んだ。授業の中で伝えたいことや子ども

たちから考えを引き出す時に，しっかりと自分の中で

明確な答えをもっていることで，（子ども）の支援がし

やすかった。」と述べている。実際に公共施設を扱う中

で，公民館に焦点化し，学生らが，地域の中でどのよう

な活用が図られているのか，自身が公民館に足を運ん

で隅々まで調べ，地域の人々がどんな思いで利用して

いるのか調査し，教材化することによって，子どもに

授業をする際に自信をもって臨むことができた。次に，

第４学年のグループの授業構想の変化を表したのが表

５である。 

表５から，グループの学生らが，大学に隣接する瀬

戸町郷土館の見学をし，市文化財課主査岡本芳明氏の

説明を聴くことによって，授業において子どもたちに

実際に見させたり，触らせたりする所蔵品を確定し， 

具体的に授業を構想できるようになった様子が窺える。

実際に見学した学生Dは，「フィールドワークで東大寺

の瓦に出合い，瀬戸の歴史のイメージがガラっと変わ

った。岡本（芳明）さんの解説があったからこそ，自分

たちが子どもたちに実践するまでの知識を得ることが

できた。」と感想を述べた。また，地域の変遷について

詳細にイメージするために，東大寺瓦窯跡のフィール

ドワークに出かけ，自ら教材開発に向けて動き出し，

「ワクワクスタディ」の実践に向けて姿勢の変化が見

られた。 

次に，第５学年のグループの授業構想の変化につい

て表したのが，次頁の表６である。 

表６から，当初の授業構想では，どちらかと言うと，

災害から身を守る方法に特化して授業を実践しようと

考えていたのが，公民館職員の助言を得て，地域防災

を担う福祉委員の方に聞き取り調査することの意味を

再考し，子どもたちに災害に対する地域の人々の思い

に共感させながら，授業を展開しようと変化している

様子が窺える。実際，学生 G は聞き取り調査を実施し     

て，「（柿崎由秀さんは）顔の見える繋がりや関係性が

重要だと言うことを強く言っていました。災害時のい

ざという時に，近所に住んでいる人などの顔を知って

いないと安否確認などに支障が出てくる。だから防災 

表５ 第４学年の授業構想の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（筆者作成） 

 

訓練をしながら，集まって豚汁なんかを食べながら関

係性を築くことも大切である」という内容が印象に残

ったと話していた。このことは，実際に聞き取りを実

施しないと見えてこないことであり，その地域の人々

の災害に対する思いとして，子どもに伝えるべきこと

であると捉え，学生たちは実践に踏み出したのである。 

最後に，第６学年のグループの授業構想の変化を表し

たのが次頁にある表７である。 

（１）学生が当初考えた授業構想 

①11 月１日 13 時より，瀬戸町郷土館を見学する。市文

化財課主査岡本芳明氏からレクチャーを受ける。郷土

史に触れ，当時の人々がどのように生活を豊かにし，

地域を豊かにしていったのかを子どもたちに考えて学

ばせたい。 

②写真もしくは実物を見せる。 

③なぜできたのか，なんのためにできたのか，昔の人は

どう使ってたかを考える。（グループ） 

④現代にも残ってるのはなぜ？を考える。 

（２）授業の流れに対する公民館職員らの意見 

①郷土史を学び，そこから現在の「地域」にどう結び付

けるのか大いに期待する。 

②小学生の目線にうまくフォーカスして，郷土史や民俗

文化について触れるのが最もわかりやすいのか…当時

の人々が創意工夫を積み重ねた結果，現在の地域を作

っていることは理解できるが，なぜ創意工夫をしたの

か，どのように創意工夫をしたのかをクローズアップ

させて欲しい。（いわゆる「地方自治」「住民による地

域づくり」の萌芽であるからゆえ） 

（３）最終的な授業構想 

①市文化財課主査岡本芳明氏に当日の臨場を依頼する。

その際，瀬戸町郷土館の所蔵品の一部「東大寺瓦窯」

「石包丁」「石斧」などを持参していただき，実際に触

ってみるなどの体験を盛り込む。 

②授業の流れをさらに作り込み，授業配布資料などの製

作にも着手する。 

③東大寺瓦窯跡（東区瀬戸町万富）現地でフィールド

ワークを実施する。そのことを指導案に位置付け実

践する。 
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表６ 第５学年の授業構想の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

   （筆者作成） 

表７から，学生らは当初，漠然と模擬投票を実施する

ことを授業に位置付けようと考えていたが，（２）の③

にある助言を得て，子どもたちが経験している児童会

選挙に着目して，それを基に模擬投票を実施するよう

再構想したのである。あらかじめ３人の学生に候補者

役をお願いし，選挙ポスターを準備，演説の時間を設

け，一連の投票の手続きを踏まえながら臨場感のある

環境を設定した。また，公民館職員の助言から，市選挙

管理委員会副主査藤原健氏や市選管職員参事長谷川隆

英氏との事前レクチャーの機会を得て授業構想が膨ら 

表７ 第６学年の授業構想の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（筆者作成） 

 

み，模擬投票の中で実際の投票用紙を使用するなど，

子どもに掴ませたいことを焦点化させていったのであ

る。学生Jは，レクチャー後の感想として，「自分が気

になっていた点は，１つ目として選挙に携わる人は，

若者にどのように呼びかけをしているのか，２つ目と

して若者の投票率が低いことでどのような問題がある

のか質問をさせていただきました。選挙に携わる当事

者の方の意見と，自分が考えていたことを比較して，

そこから授業作成にいかしていきたい。」と述べていた。

実際に授業構想を見直す上で，公民館職員の助言だけ

でなく，事前レクチャーなどの機会も参考にしたこと

が窺える。 

３ 実践期と振り返り期 

 ここでは，実践期と振り返り期について，学生 A か

（１）学生が考えた授業の流れ 

①地域の安全な暮らしに欠かせない「防災」について学ぶ

授業を作る。東区平島地区の平成30年７月豪雨被害か

らの復興支援について聞き取り，リアリティのある説

明や課題提起をしたい。 

②日本の有名な災害をいくつか提示する。 

③地域の災害を提示する 

平島地区健康福祉委員会会長の柿崎由秀氏に聞いた話

から，当時の様子を知ってもらい，自分たちにできる

ことや対策について考える。 

④災害が起こった時の公民館の役割を知る。 

⑤災害グッズのクイズや紹介 

⑥自分の身を守るための心がけ 

（２）授業の流れに対する公民館職員らの意見 

①防災を語る際に「自分の身を守る方法」をクローズアッ

プするのか，地域の人々がどのように災害に向き合っ

て克服してきたのかをクローズアップするのか，フォ

ーカスの仕方に期待する。 

②実際に市民の方のお話を聞いてからにはなりますが，

①の部分を決めておかないと，インタビュー内容もま

とまらず，有益にはならないのでしっかりフォーカス

して欲しい。 

（３）最終的な授業構想 

①授業は，「地域の人々がどのように災害に「向き合って

克服してきたのか」に焦点を当てて授業を実践する。そ

のような視点で，柿崎由秀氏にインタビュー調査を実

施する。 

②地域の人々が，どう災害に向き合ってきたのか，その思

いについて授業に盛り込むようにする。 

（１）学生が考えた授業の流れ 

①地域をより良くする仕組みとして直結した「選挙」を学

ぶために，模擬選挙の実施及び選挙制度について取り

上げる。 

②選挙に対する基礎知識を把握する。 

③学習問題の見通しを立てる。「なぜ，投票率が低いのだ

ろうか。」 

④マニフェストを紹介する。 

⑤投票箱・投票台・投票用紙を借用し，模擬投票を実施す

る。 

（２）公民館職員らの意見 

①選挙によって地域がどう作られていくのか，明確に目

標を立てて欲しい。 

②ただ投票させるのではなく，投票させるための動機付

けも盛り込んで欲しい。 

③この授業のポイントは「何に対して投票させ」，投票の

結果がどのように反映されて「地域づくり」をなすの

か，それを明確に伝えることにかかっている。 

（３）最終的な授業構想 

①選挙に対する子どもの基礎知識を把握する。 

②マニフェストを紹介し，児童会役員選挙の事例から模

擬投票を行う。 

③投票の意義について考えるようにし，投票率が低い理

由とその打開策について話し合う。 
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ら学生Lまで総勢12名の授業実践に関する振り返りの

記述を検討する。学生らの記述から，①「ワクワクスタ

ディ」の授業実践に関する記述，②学校外の関係者へ

の理解に関する記述，③学校外の関係者との関わりを

通して学んだこと，④学校外の関係者との関わりから

今後に生かしていくことの４点に分類して，分析・検

討することとした。（傍線部分，筆者） 

（１）「ワクワクスタディ」の授業実践に関する記述 

まず，子どもを対象とした授業実践から，学んだ学

生たちの振り返りが以下のとおりである。 

【学生Bの振り返り】 

今回は週に 1回 1 時間だけ会う児童や初めての児童な

どのように短い時間の中で，その児童に関して理解し

なければならないというようなところ（教育実習と）

大きな違いがあった。私はこの経験から，児童の一つ

一つの言動に集中して見るようになった。そうするこ

とでより児童の特性や考え方，興味があるものを短い

時間の中で見つけることができるようになった。 

【学生Cの振り返り】 

地域の人々から学んだことを小学生に教えることを軸

に活動した。公共施設，歴史，災害，選挙と瀬戸町にス

ポットを当てて，授業を行った。やはり，自分が住んで

いる・生活している地域のことを取り上げると自然に

興味が湧くことは、小学生から当然のことであること

を認識させられた時間であった。 

【学生Gの振り返り】 

 （学んだこととして）ICTを上手く活用する技術を身

につけるということです。私は，授業を進める際のス

ライドがとても重要だと考えます。なぜなら，スライ

ドの質や出来具合で子どもたちの注目度や関心，授業

に対する理解度が大きく変わってくると考えるからで

す。 

【学生Jの振り返り】 

時間内に理解させることを目的としすぎたため、本質

の部分を見失っていたと思う。たとえ時間内に理解さ

せることが出来なかったとしても、頭のどこかで疑問

点が湧いていたり、考えるきっかけになることも授業

の一つの立派な目的だと思う。…考えるきっかけをあ

たえることも一つの支援であると学ぶことができた。

今後の模擬授業で、現場で活かしたいことを経験でき

た。 

 

ここでは，４人の学生の振り返りを検討する。学生B

や C の記述は，主に子ども理解に関する記述である。

学生 B は，子ども個々に焦点を当てて理解しようとす

る姿勢の獲得について述べている。また学生 C は，子

どもは，地域を教材として取り上げることで興味・関

心を喚起することを，実践から学ぶことができたと述

べている。一方，学生 Gや J は，教育方法・技術に関

する記述があった。学生 G は，実際の授業実践を通し

て，ICT を効果的に活用することの必要性を再認識し

た。また学生 J は，子どもの支援に関する新たな考え

方を獲得していったことが述べられているのである。 

（２）学校外の関係者への理解に関する記述 

 次に，授業構想の過程において，関わった関係者に

対する理解についての振り返りが以下のとおりである。 

【学生Kの振り返り】 

入矢裕一さんや選挙管理委員会の方をはじめ，公務員

の方とここまで深く関わって話をしたり，同じ目標を

目指して動いたりするのは初めてだった。そこで感じ

たこととしては，公務員の方は誰よりも身近なところ

で仕事をしているという事を感じた。以前まで私は公

務員と聞くと，市民の事を考えるというより、公共事

業や財政など少し自分たちとは少し離れたことを扱っ

て仕事をしているようなイメージを持っていた。しか

し，今回のように，公務員の方と関わる機会を経たこ

とにより，市役所や公民館の方たちは誰よりも市民の

事を考え，とても身近なところで仕事をされているん

だという事を学べたと思う。 

【学生Lの振り返り】 

公民館の方々であったり，公民館の方が繋いでくれた

方 （々私たちであれば選挙の方々），保護者の方々と実

際に関わる機会が多くある中で私が学んだことは、公

民館は幅広い分野で私たちの生活を支えてくれている

仕事をしているのだと理解することができました。今

回のように学びの場を提供し，私たち学校と学びたい

意欲のある児童を繋いでくれたり，大学生と選挙管理

委員の方がコミュニケーションをとれる機会を作って

くれたりと様々な分野で活躍，支援してくれていると

気づくことができました。このようなことから公民館

に対して堅いイメージを持っていましたが，私たちの

生活に必ずなくてはならない存在であり，幅広い分野

で支えてくれるのが公務員，公民館の方の役目と言う

ことを学ぶことができました。 
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 ここでは，２人の学生の振り返りを検討する。学生K

と L は当初，行政職員に対してそれぞれ「自分たちと

は少し離れたことを扱って仕事をしているイメージ」

とか，「堅いイメージ」などを抱いていたが，「市民の事

を考え，とても身近なところで仕事をしている」とか

「なくてはならない存在」であるというように，自身

の行政職員に対する見方・考え方を変容させたと述べ

ているのである。このことは，授業構想の過程におい

て関わり合いをもったことが背景にある。地域との連

携を模索するのであれば，その地域の人々を知り理解

することから始めなければならない。関係性の構築と

いう意味においても，教師を目指す学生として重要な

気付きを得ることができたと言えよう。 

（３）学校外の関係者との関わりを通して学んだこと 

 次に，授業構想の過程において，学校外の関係者と

の関わりを通して，学んだことについての振り返りが

以下のとおりである。 

【学生Aの振り返り】 

後期のワクワクスタディの取り組みを通して，公民館

の人やその他の関係者の方とのフィールドワークを進

めていく中で，授業展開に様々な工夫を取り入れるこ

とができると学ぶことができた。…公民館の中を回っ

て説明するという授業展開の工夫である。公民館のこ

とを教える時には自分自身が知っておかなくてはいけ

ない事から，自分自身の足を使って取材に出たり，分

析をしたりと椅子に座って考えるだけではなく，外に

出て教材を探しに行くということも教材分析には大切

な事であると学ぶことができた。…授業を細分化して

考え，より分かりやすい授業をするための方法を考え

る事で，子どもたち自身が考えやすく，発表しやすい

環境を作ることができたと考える。 

【学生Eの振り返り】 

ワクワクスタディを振り返って、資料館などにいくこ

とで自分が体験して，その話ができるから伝えること

が増えていくのではないかと考えた。また、公民館の

方や郷土館の方などいろいろな方と授業を作っていく

なかで，専門的な知識を持っている人の会話であった

り，普段関わらない人と会話することで自分の中の価

値観が広がったように感じた。また、大人との関わり

方について学んだ。…これから社会で生きていく中で

必ず必要になってくるものであるから、今回学んだこ

とを活かしていかなくてはならないと考えた。 

【学生Fの振り返り】 

私が担当した東大寺の瓦では縄文時代や昔にさかのぼ

り地域の人と協力して授業を行うことにより，身近に

感じることもできますし本当にこんな風に実物を準備

することもできなかったと思います。楽しく授業を行

うことができ，また地域の重要性に関して感じること

ができました。瀬戸町という大学の地域で、大学にい

てこのように地域の人と協力をして授業をするなど思

っていなかったです。しかし，自分にとって本当に視

野が広がりました。 

【学生Iの振り返り】 

今回は 5 年生の授業づくりを通して教材研究の大切さ

を痛感しました。実際小学校で授業するわけではなか

ったので学校教育と少し違う観点から授業づくりがで

きることは…少し新鮮だったのではないかと思いまし

た。実際、災害を経験された方の話を聞けたり、昔の器

やお金に触れたりできたことは学校の授業ではできな

いような授業であることを実感し、面白い授業で学ん

だこと、得たことも多かったと思います。 

 

ここでは，４人の学生の振り返りを検討する。学生A

や I の振り返りから，フィールドワークを通した教材

研究や教材分析の必要性を学んだことが述べられてい

る。特に学生 A の記述から，そのことが授業展開の工

夫に繋がったと記述されている。また，学生 E と学生

Fの記述から，学校外の関係者との関わりが自身の「価

値観」や「視野」の広がりをもたらしたと述べられてい

る。 

（４）学校外の関係者との関わりから今後に活かして

いくこと 

次に，授業構想の過程において，学校外の関係者と

の関わりから，今後にどのように活かしていくのかに

ついて記述された振り返りが以下のとおりである。 

【学生Dの振り返り】 

郷土館でいうと，IPUの敷地内ですごく近い所にあるの

に初めて中に入りました。近くにあるのに，行ってみ

れば役に立ちそうなのに，行ったことがないという施

設が郷土館以外にもあると思うので，そういう施設を

教育活動で活用しつつ，その際に地域の人と関わるこ

とで，楽しいだけではなく，より深い学びへ，そして子

どもたちの興味関心をもつ機会へと繋がっていくので

はないかと思います。地域の人に足を運んでいただい
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て，実際に説明やレクチャーを受けながらなんていう

時間は，今の教育現場では少ないように感じます。「社

会に開かれた教育課程」の実現に少しでも近づくため

にも地域の人と一緒に子どもたちを育てていくことが

大切だなと改めて思いました。 

【学生Hの振り返り】 

柿崎由秀さんのお話の部分は，子どもたちが興味を持

って聞いてくれていたように感じた。このことから，

地域の方からのお話を聞くことは詳しい話を聞くこと

ができ，より正確な情報を伝えることができるし，子

どもたちからするとより身近な話となり，教科書で行

う授業よりも深い学びとなる可能性もあると感じた。

…地域の方から話を聞くだけではなく，聞いた話から

子どもたちに何を伝え，どんなことを考えて欲しいの

か，授業づくりの時点で授業者が考えておく必要があ

るのではないだろうか。 

 

 ここでは，２人の学生の振り返りについて検討する。

まず，学生 H は将来一教師として，授業構想段階にお

ける地域教材の開発・研究を進める際の教訓を学び取

り，今後に活かそうとしていると読み取ることができ

る。関係者から聞き取り調査を実施してから，その内

容をどう授業内容に盛り込んでいくのか具体的に考え

ている。また，学生 D は，地域資源を活用することと

併せてその関係者からレクチャーを受けることが，教

師の教材研究の幅を広げるとともに，今後の教育の在

り方として，子どもや学校が地域の人々と接点をもつ

ことの必要性を獲得したと言えよう。 

 

Ⅳ．総合考察 

 本研究の目的は，社会科教育ゼミナールにおける地

域に視点を置いた取組から，教師志望学生による学び

の一端を明らかにすることが目的であった。本研究の

特筆するべき点として３点について述べる。 

 まず１点目は，前章の（１），（２）にあるように授業

構想から準備段階において地域の関係者（公民館職員

や行政職員，健康福祉委員）と関わり合う機会を設定

したことである。公民館という場での授業実践という

場面のみの限定された関わりを研究対象とはしなかっ

た。本研究は，地域との連携を掲げている。現在，地域

連携は「地域との関係者，団体と関わりながら，研究，

教育，社会貢献活動を展開すること」11)と定義されてい

る。このことからも，多くの地域連携の事例として挙

げられる長期休業や週末に限定した期間に公民館に子

どもを集めて，大学生が関わるという一過性で終了す

る実践を超克する必要があると考えたためである。恒

常的かつ継続的な地域の関係者と関わり合うからこそ，

教師志望学生にとっても意義のある活動となるのであ

る。 

 また２点目として，前章の（３）①で取り上げた学生

B や J の振り返りは，子どもの見方や支援に関わる記

述がある。実際に，「ワクワクスタディ」で出会った子

どもとの関係性に関わって振り返っているが，実際に

公民館職員と授業後に短時間ではあるがリフレクショ

ンの機会を設けた。玉井（2016）は，専門スタッフの一

人として社会教育主事を挙げて，「それぞれの子ども・

家庭の状況に応じて，地域の専門のスタッフと教育活

動を進めることで，多様な子どもにアプローチできる」

12）と述べている。教員養成段階において，子どもの支

援について公民館職員と連携することにより，今後教

師を目指す学生にとって，授業力の基盤をなす指導力

量が高まることに繋がると言えよう。 

さらに３点目として，前章の（３）②③から，その授

業の構想や準備の過程における地域の関係者（公民館

職員や行政職員，福祉委員）らに関する記述が見られ

たことである。具体的には，学生K や L に見られるよ

うにこれまでの自身の職業観の変容であったり，学生

E や F に見られる価値観の広がりであったり，総体と

して学校外の関係者との出会いによって，自身の在り

方に良い影響が与えられたと捉えている。また，学生A

やHは授業観の広がりとして，「授業展開の工夫」や「教

材分析」，「教材研究」について記述されている。桑原

（2021）は教員養成の立場から，「学校外の体験的，実

践的活動が必要であり，教員としての資質を高めるう

えで有効」13）と指摘している。このことから，教師志

望学生は，地域に視点を置いた取組を通して，地域と

連携することの意義を学んだのである。また，学校外

の価値に触れて，獲得される教師としての資質能力の

内実が明らかになったと言えよう。 

 

Ⅴ．成果と課題 

 ここでは，本研究の成果と課題について述べる。 

まず，本研究の成果についてである。本研究の成果は，

教師志望学生が社会科の授業づくりの過程で，公民館

職員や健康福祉委員，行政職員との教材開発に向けた

関わり合いをもちながら，継続的に連携・協働する場
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面を設定したことである。教師志望学生は，取組の中

から地域と連携する意味や意義を見いだしながら，自

らの授業観を広げ，具体的に教材開発から分析・研究

の一連の過程について新たな学びを得ることができた

のである。また，自らの子ども観を問い直し，新しい子

どもの見方や支援について気付きを得たのである。こ

のことは，教員養成段階において求められる資質能力

の一つである「地域教育協働力」14）育成に示唆を与え

る取組と言えよう。 

次に，本研究の課題を２点述べる。１点目は，成果の

検証が主に，学生の振り返りの記述を対象としたが，

さらに学生へのインタビュー調査を実施するなど，よ

り多角的・多面的に検証する必要がある。２点目は，

「ワクワクスタディ」が本年度からの取組であるため，

ここで明らかになった学生の授業観の広がりが，その

後の学生生活の過ごし方にどのような影響を与えたり，

現場の教師になってからどのように活かされたりした

のかの検証がなされていない点である。これらの点に

ついては，今後の筆者の課題とする。 
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